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八 火 図 書 館 だより
新 着 図 書

一 般 書 児 童 書
囚われの山
伊東　潤／著

ジャンプして雪をつかめ
おおぎやなぎちか／作

寂聴残された日々
瀬戸内　寂聴／著

アルフィー
ティラ・ヒーダー／作

最後のダ・ヴィンチの真実
ベン・ルイス／著

ふゆのはなさいた
安東　みきえ／文

われ清盛にあらず
若木　未生／著

しあわせなクレヨン
丸山　陽子／作

テレビドラマ
Ｖガイドアーカイブチーム／編

今日からなくそう食品ロス
上村　協子／監

【お問い合わせ先】　八火図書館　☎0965-62-3489

「人が尊重され、生きがいが感じられるあたたかい町」　人権啓発コーナー
町内の小中学生が、心のきずなを深め、いじめを許さない学校・学級づくりに対する意識を高めるため

に考えた標語を掲載します。また、人権尊重の視点に立った町づくりを推進する上での啓発として期待で
きる標語です。掲載しています標語は、熊本県教育委員会が小中学生に募集したもので、町内の小中学校
からも出品されました。ご一読ください。

なかなおり　きょうもいっしょに　かえろうね　竜北東小学校　　１年　桑原　 佑
たすく

　さん

できること　みんなそれぞれ　ちがうんだ　　竜北西部小学校　３年　古嶋　虹
ら ん

春　さん

みんな好き　家族みたいな　クラスだね　　　竜北東小学校　　４年　日和田　志
し ほ の

穂乃　さん

３つの標語は、互いの心のきずなが深まる内容ですね。毎日、楽しく行きたくなるような学校・学級づくりにしてい
きましょう。

 第８回子ども人権教室（ワオクラブ）活動 
１１月２８日（土）に子ども人権教室を実施しました。活動内容は、凧づくり（日本の凧の会大阪を参考）で

す。凧は、出来るだけ軽く、風を受けて上昇させていくので、しなやかさとタコ糸のバランスが必要になり
ます。

作成手順で難しい点は、竹ひごを組み合わせる所と凧紙を貼る所で、子どもたちは悪戦苦闘しながらも
つくりあげました。

また、完成した凧を竜北中学校グラウンドであげました。風が強く、凧あげには最適でした。慣れてきた
子どもは、風上に向かい１人で走りながらあげることができました。

問 生涯学習課  生涯学習係　☎0965-52-5860

新年あけましておめでとうございます。
今年もよろしくお願いいたします。

　図書館は１月５日(火)からの開館です。
　今年も皆さんの読書生活がより豊かな
ものとなりますように…。
　１月からの特設コーナーは『若い人に贈
る読書のすすめ』です。成人式・卒業式
など新しい一歩を踏み
出す若い人たちに読ん
でもらいたいおすすめ
の本が紹介してありま
すのでこちらもごらん
ください♪
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立神峡には毎日様々な人や団体が訪れます。今回は、まず竜北中学校の生徒が、職場体験で火打石の事に
ついて知りたいと訪ねて来ました。小学 6年生の時の宿泊通学で来てくれた子どもたちは、すっかり見違え
てビックリする程に成長していました。火打石の動画撮影をしながら、コメントを交えて撮影していました。
次は学校運営協議会による宮原小学校の子どもたちのウォ－クラリ－に協力しました。子どもたちに対して
公園施設の説明や保護者によるチェックポイントでの設問など、有意義な１日を過ごしていました。
また、生涯学習課主催による、家族連れによる火おこしやテントの建て方・料理体験など、公園内での施
設を有効に活用しました。
次々と来園する子どもや家族に癒しの空間の提供ができたと思います。氷川町の将来を担う子どもたち、
ここでの思い出を胸に大きく羽ばたいてもらいたいと思います。

今年一年を元気で更に多くの観光客を呼び込み知名度向上に努力します
立神峡だより

立神峡公園管理棟
☎ 0965-62-1543  ＦＡＸ0965-62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日）

【お問い合わせ先】

氷川町の将来を担う子どもたちが次々と来園

今年も管理棟に花を  〜観光客をおもてなし〜

新年あけましておめでとうございます。皆様にとりまして輝かしい新年をお迎
えのことと思います。昨年は、コロナの影響で、観光地は軒並みキャンセルが
相次ぎ、ここ、立神峡もご多分に漏れずキャンセルが多く、年度当初は、前年
度の売り上げと比較にならないほど落ち込みました。しかしながら、3密を避け、
ソ―シァルディスタンス・ステイホ－ムからキャンプブ－ムが到来し、後半は持
ち直してきました。今年は、指定管理者として６年目を迎えます。当初と比較し
て立神峡公園の知名度は飛躍的に高まっており、今後も更に知名度は増すでしょ
う。スタッフ一同、公園整備に万全を期すことをお約束いたします。
新年を初日の出を拝みながら、年末年始を立神峡で迎える人が多く満室で正

月休みを返上して営業をしておりますので、ぜひ、お立ち寄りください。

毎年、管理棟には氷川町担い手グループの皆さんが植栽したプ
ランタ－が届きます。
観光客は管理棟を訪れた際に奇麗な花があると癒されます。
それと合わせて、こちらでもプランタ－に花を植えているため、
冬の寒い中でも玄関周りは花いっぱいでもてなして、観光客の心を
和ませています。
今年も氷川町の皆様に愛され、親しまれる公園づくりに邁進する

ことをお誓いします。


